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公共外部空間の設計意図と構成の変遷に関する研究

ー日本国内の近年の博物館建築を対象としてー

A Study on the Changes in Design Intentions and Composition of Public External Spaces
-Case Study on Recent Museums in Japan-  Soya NAGAHAMA

1. 研究の背景と目的　日本の博物館建築は、社会情
勢による影響を受け、時代とともにその形態を変化
させており、近年では、まちに開かれ地域と連携し
て活動を行っている事例も多くなっている。そのた
め博物館建築は単に収蔵、展示機能だけでなく多様
な役割を担うために屋内空間とともに、外部空間の
計画も重要であると考えられる。本研究は日本にお
ける近年の博物館建築における公共外部空間の特徴
を明確にし、その変遷を把握することを目的とする。
2. 研究概要　2000 年以降に竣工した博物館建築
238 件

1)
のうち、建築化外部〔図１〕をもつ 117

件を研究対象として、公共外部空間を空間構成と設
計意図から類型化し

3)
、対象作品を竣工年順に並べ

て空間構成の変化傾向を見出す。
3. 空間の構成による分析　対象作品の図面及び資料
写真から空間構成の分析を行う。建築化外部には、
公共空間から直接到達可能な外接型、一旦建築を介
してから当該空間へ至る内包型があり、利用形態に
ついては、当該空間に広場的な特性をもつ広場型
と、通路的な特性をもつ通路型があることから、〈外
接 - 広場〉〈外接 - 通路〉〈内包 - 広場〉〈内包 - 通路〉
型の計 4分類を得た。
4. 空間の設計意図に関する言説分析　次に、建築化
外部の設計意図を明らかにするため、『新建築』中
の設計者による言説を抽出し、語句の出現頻度・傾
向をもとに分析

4)
を行う。

4-1. 抽出語句の特性　抽出した語句を 9種類に分
け、それらを 3つの言語群にまとめる〔表 1〕。
　a群は〈地域・人〉に関連し、利用者行動や地域
の特色を表現する語句が含まれる。b群は〈自然・
環境〉に関連し、風景や環境要素を表現する語句が
含まれる。c群は〈建築的な構成・操作〉に関連し、
空間の構成や建築要素を表現する語句が含まれる。
4-2. 各例における設計意図別の分類　抽出語句のう
ち特徴語句上位 100 語を対応分析し散布図を得た
〔図 2〕。地域や人に関連する語句と自然環境に関連
する語句の対称的な分布から第 1軸を「設計意図
の対象：人間環境↔外部環境」と解釈し、日常との
連続行為と転換群の語句の分布から第 2軸を「空
間性：連続↔転換」と解釈した。次に対象作品毎に
抽出した特徴語句上位 10語のうち a群《人間環境》
と b群《外部環境》に着目し、それぞれの寄与率
の合計値の比較から主に意図された計画主体が地域

【建築化外部の定義】2)

（構成パタンの例）

３面を囲まれるパタン

#11　感覚ミュージアム #112　陸前高田市立博物館 #44　島根県芸術文化センター

２面 + 深い軒によるパタン 中庭パタン

・３面以上を建物もしくはそれに類する壁、床、天井（特定の素材等の変化によって
　他の連続部分とは区別可能なもの）によって囲まれた屋外空間

・深い軒や縁側においては、その幅が壁の高さと同等であれば天井や床とみなす
・1 つの例の中に複数の当該空間が存在するときは、最も特徴的なものを取り扱う

図１　本研究における建築化外部の定義
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図 2　抽出語句散布図
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表 1　抽出語句の分類

表 2　語群分類・分析例

鑑賞、展示、見る
アプローチ、巡る
まち、歴史、文化
利用、生活、体験
音、光、水盤、風
運河、森、山、景観
日常、連続、融解
旋回、露地、下降、非日常
広場、塀、屋根、壁

資料番号 #18
a=0.916
b=1.167   b 群の寄与率
の方が大きい
ことから、
計画主体は外
部環境である
と判断する

分析分類寄与率抽出語句
b-1
c-3
b-1
c-3
c-1
c-1
a-4
a-4
c-1
a-3

滝
採用
堤
両側
露出
ゆるやか
ダイナミック
獲得
突出
内包

a<b

性や利用者などの《人間環境》か風景や環境要素な
どの《外部環境》かを判断した。事例として＃ 18
の上位語句の寄与率と a、b群の合計値を示す〔表
2〕。さらに、ｃ -1 とｃ -2 の群の寄与率や元の言説
の文脈から日常との《連続》と非日常への《転換》
のどちらの空間性を意図しているかを判断した。
5. 構成と言説に基づく建築化外部の類型化と考察　

　第 3章の 4つの空間構成と第４章で得られた計
画対象と空間性の関係から 10類型を得た〔図 3〕。
　〈外接 - 広場〉では、博物館の序幕的特性をもつ
【A- 前庭】型と地域との境界が曖昧な特性を持つ【B-
境界融解】型、外部自然環境と連携した【C- ラン
ドスケープ】型がみられた。また〈外接 - 通路〉では、
日常からの空間的転換を意図する【D- 転換】型と
一般的な通路動線をもつ【E- アプローチ】型、外
部自然環境とのつながりを考慮しつつ通路動線の中
で世界観を展開していく特性をもつ【F- 展開通路】
型がみられた。なお【F】型は先行研究ではみられず、
2018 年以降に現れた型である。
　〈内包 - 広場〉では、非日常的体験を与える展示
空間を屋外にもつ【G- 屋外展示】型と地域ワーク
ショップや催事利用が可能な【H- 中庭広場】型、
外部自然環境の要素を館内に取り込む【I- 環境装置】
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図 4　建築化外部へのアクセス方法の変遷 図 5　建築化外部の利用形態の変遷

図 6　建築化外部の計画対象の変遷 図 7　建築化外部の空間性の変遷

図 8　建築化外部の類型の変遷
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型がみられた。〈内包 - 通路〉では館内の空間を通
路動線によって転換する【J- 屋外通路】型がみら
れたが、《外部環境》を取り込む等の操作はなかった。
6. 博物館建築の建築化外部の特徴の変遷　次に、対
象 117 件を竣工年順に並べ、建築形態や設計意図
の変遷の傾向を考察する。
6-1. 類型化に基づく過去との比較分析　2000 年か
ら 2024 年で、アクセス方法では、外接型の割合が
約 2倍となり増加傾向がみられた〔図 4〕。利用形
態でも、通路型の割合が約 2倍となり増加傾向が
みられた〔図 5〕。計画対象では、《外部環境》の割
合が半減し《人間環境》の増加傾向が見られた〔図
6〕。空間性では、《連続》型が全体の約 8割で、主
流となっているが、2005 年から 2014 年では《転
換》型が多くみられた〔図 7〕。類型では、2000 年
から 2014 年までは、観光資源として地域の豊かな
自然景観を内部に取り込んだ空間を提供する【I- 環
境装置】型（〈内包・広場〉《外部環境》《連続》）が
多かったが、2015 年以降減少し、地域と日常的に
つながりをもつ【E- アプローチ】型（〈外接・通路〉《人
間環境》《連続》）が増加していった。また、2018
年以降【F- 展開通路】型が新たに出現した〔図 8〕。
6-2. 変遷の傾向に基づく考察　前節 6-1 の変遷の背
景として、まず 2000 年「大地の芸術祭（越後妻有）」
に始まり、地域を舞台とするアート活動が広まった。
2003 年には指定管理者制度

5)
が導入され、民間に

よる柔軟な管理運営が可能となり、それが浸透した
2010 年代には日常に根差したアート活動が地方各
地で拡大していった。さらに2011年東日本大震災

6)

や 2014 年地方創生政策
7)
によって地域に対する役

割がますます拡大していった。このような社会の動
向によって博物館の社会的ニーズや求められる役割

【脚注および参考文献】
　1) 建築雑誌『新建築』において 2000 年 1月から 2025 年 4月の間に掲載された国
内の美術館、博物館、記念館を対象とする。2) 参考：『外部空間の設計』、芦原義信、
彰国社、1975　3) 先行研究：津田健太 . 公共外部空間の設計意図と構成に関する研究ー
日本国内の近年の博物館建築を対象としてー .2018 の類型化法を参考にする。　4) フ
リーソフトウェアKH Coder を用いてテキストマイニングを行い語句を抽出、分析し
た。　5) 地方自治法の改正により2003年に導入された制度。多様なニーズに効果的、
効率的に対応するため公の施設の管理運営を民間に開放し、経費削減やサービスの向
上を目的とするもの。　6）東日本大震災で多くの文化施設が被災し、災害時におけ
る文化施設の役割や地域コミュニティの回復手段としてのアートが見直された。　7）
博物館建築は「観光客のための非日常空間」から「地域住民とつながる場、学びや交
流の拠点」として再定義された。

が変化していき、建築形態は多様化しながら日常的
に地域に開くようになっていったと考えられる。
7. まとめ　本研究を通じて近年の日本の博物館建
築における公共外部空間の特徴を把握し、それが社
会の動きに沿って多様化し、変化してきたことが分
かった。今後の社会の動向に伴う新たな博物館建築
の計画形態の変化を追って分析していきたい。
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＃56
前庭を半階分
掘り下げて公
園に開かれた
伸びやかなサ
ンクンガーデ
ンとし , ここ
にまず来館者
を導き入れる

＃11
地区全体の緩
やかで心的に
豊かなネット
ワークを形成
していくこと
に役立とうと
している .

＃17
新しいランド
スケープの要
素には , いず
れも宝物館の
建築と既存の
境内を無理な
くつなぐ媒体
としての役割

＃09
静と動のふた
つの領域が
「街道」状の
多目的な庇下
空間によって
束ねられ

＃31
外や街に向け
て積極的に発
信される , 日
常生活に浸透
していく

＃83
明確な幾何学
的形を持たな
い , 土地の輪
郭に沿って築
かれた量塊の
ようなもの

＃55
屋外展示ス
ペースには旧
沖縄県博物館
から移設され
た高倉 , 沖縄
南部の民家 ,
琉球瓦など

＃07
町の文化財で
ある米蔵を構
造的に補強し ,
町の中核施設
として展示機
能が付加され
た .

＃01
孤立した建築
の存在を , 環
境や景観と
いったより大
きな枠組みに
積極的に還元

＃12
両端部が開放
されたデッキ
は , 旧市街や
下田湾岸の公
園 , 緑地整備
などとつな
がっていく

＃68
単なる通過ス
ペースでしか
なかったエス
プラナードに ,
活気と賑わい
をもたらした .

＃76
前面道路とア
トリウム空間
が連続し , さ
らに対面の音
楽ホールと連
動し様々なイ
ベントを開催
する

＃30
地形や植生を
できる限り保
存しながら ,
目立たない方
法で建物を南
の谷に挿入す
る

＃35
西田哲学への
思想の旅は ,
この美しい庭
園を歩き , 迂
回しながら進
んでいく , そ
の瞬間から始
まる .

＃99
公園利用者も
気軽に通り抜
けることがで
きる場とする
ことにより ,
人びとの繋が
りが生まれ ,
地域の文化や
歴史を身近に
意識しつつ

＃96
湖畔に伸びる
姿は , 湖を中
心にすり鉢状
に広がる象徴
空間を包み込
み , アイヌの
世界観に引き
込まれる環境
を整える

＃65
彫刻は白く塗
られた壁の前
や中庭のシバ
の上などにさ
まざまな高さ
と方向で配置
され

＃44
中庭はさまざ
まな催しに対
応するため ,
水のない状態
にして広場と
しても使える.

＃18
両側を迫りく
る滝面とした
水庭 , 円形の
空庭などを中
心に , 展示物
のスケール感
にふさわしい
ダイナミック
な空間

＃14
リニアな空間
の連なりは ,
すでに述べた
ように内部空
間と外部空間
の交互の連な
りであり

図 3　構成と言説に基づく建築化外部の類型
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